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事 業 名 

 

喘息児含むアレルギー児のための新型コロナ等感染症蔓延下での生活
対処法およびエピペン使い方の動画配信 

 

団 体 名 

 

特定非営利活動法人福岡食物アレルギーネットワーク 

 

法人設立年月 

 

令和1年9月5日 

 

 
団体の目的 

 
この法人は,食物アレルギー疾患に関わる医師,患者および保護者,保育園,幼稚 園,学校関係
者等が相互に助け合い,自治体や企業などの協力を得ながら,食物 アレルギー問題の解決の
ために様々なネットワークを活用して協働 ,連携する 事業活動を行い,食物アレルギーを持
つ子どもたちのしあわせを追求すること を目的とする 

 

 

 

 
主な活動   

 

 

（１） 食物アレルギーの正確な知識の普及,最新の情報の共有 
（２） アレルギー専門医師,薬剤師,看護師,管理栄養士等を講師として派遣 する事業 
（３） 食物アレルギーの問題解決のため行政や他の分野との協働・連帯・支 援 
（４） 本法人のホームページを利用した相談事業 
（５） 災害時の食物アレルギー児への支援 
（６） アレルギーによる誤食事故ゼロを目指す活動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助事業の概要 

＜背景＞ 
そもそも喘息のお子さんは気道に炎症を持っており、それにウィ ルス等の感染症が加わると症

状増悪の因子となるが、その対処方法が認識されておらず、保護者は不安に感じている。また、
新型コロナの影響により小学校関係者へのエピペン講習が中止になっており、特に新任の方々へ
の講習が急務である 
＜事業内容＞ 
小児科アレルギー専門医師が、新型コロナ含む感染症の最新の対処法および事前の準備を動画 

にて伝授する。 

また、エピペンの使い方講習を対面で講習を行ったものと同等に わかりやすく丁寧に動画で解

説する。さらにそののち個別にメール等で不安や疑問の相談に答える。 

＜成果＞ 
＊令和3年3月までのアンケート結果から 

喘息含むアレルギー児のための新型コロナ等感染症蔓延下での生活対処法については、回答者

の約90%が大変興味深かった/よく理解できたと回答 エピペンの使い方については、回答者の100 

%が大変興味深かった/よく理解できた と回答があり、動画閲覧者においては、内容の理解をし 

ていただいたと考える。 

＊アンケート結果をまとめた考察 

動画閲覧された方々については、 

・喘息児含むアレルギー児がやる普段の準備と感染症対策がわかり、不安や疑問が解決された状
態にできた。 
・小学校教職員においては、エピペンの使い方が対面で講習を受けるのと同等に理解された状態 
になり、学校および行事での万一の事故に備えておくことができる状態にできた。 
・保護者においては、エピペンの使い方は処方時に習うのみであったため実際に使用してみて適
切に対応できる状態にできた。 
＜次年度以降の展望＞ 
・今後当面は小学校においてもエピペン講習は実施されないため来年度新任教諭のためにもエピ 

ペン動画はそのまま閲覧できる状態およびDVDの受付も継続し配布する。 

・今回は福岡市立小学校に絞ったが、幼稚園・保育園でもエピペン講習がなされていない状況の
ため、同様のニーズが考えられるので機会を設けて動画の案内を行い啓発したい。 



当ネットワーク理事長 柴田瑠美子の趣旨説明 

（動画冒頭） 
 



動画１ 

喘息含むアレルギー児のための新型コロナ等感染症蔓延下での生活対処法 

講師：手塚 純一郎 

（福岡市立こども病院アレルギー科呼吸器科科長） 
 



動画２ 

エピペン使い方１ 

講師：岡松 由記（飯塚病院小児科部長） 
 



動画３ 

エピペン使い方２ 

講師：柴田 瑠美子 

実施者：アレルギーっ子のおかあさん 
 


